
           

                

細胞内で細胞増殖を促進するシグナルを伝達するタンパクを作り出すKRAS

遺伝子を標的とした核酸のがん治療薬である。新規核酸医薬の創出につなが

るシーズである。 

KRASの発現抑制は、腫瘍細胞の生存を低下させることが期待できる。アン

チセンス核酸配列については複数報告されているが、最適な配列は特定され

ていない。 

 

・核酸医薬の開発に取り組む企業とのコラボ 

・核酸のDDS技術を有する研究機関とのコラボ 

KRASをコードする核酸分子を標的とする塩基数25個のアンチセ

ンス核酸配列のうち特定の８種類の核酸は、KRASの発現を抑制し

て腫瘍細胞生存率を10％未満に低下させることができる。 
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